
２ 今年度の研究の視点と方法

研究授業の

実施と協議

【方 法】
✅指導事項を的確に捉えた教材研究

✅単元デザインシートの作成

✅セレクト学習の位置づけ

（見方・考え方を働かせながら主体的に学ぶ

場面を単元の中に設定する）

✅児童が見方・考え方に気付くしかけ作り

✅気づきを促したり、学びを深めたりする問

いの精選

【方 法】
✅思考の軸をそろえる一斉指導

✅ICT を効果的に活用した他者参照の仕組み

作り

✅自分ごととなるような課題やゴールの設定

✅対話のスキルアップのための日常的な取組

【方 法】
✅Cを B、BをAにするための個別の支援

✅児童をつなぐ働きかけ

✅全体の思考を促すアナウンスや価値づけ

✅学習支援ソフトの効果的な活用

✅児童のふりかえりの分析（生成AI の活用）

✅言語活動の成果物やプラスワンテストでの

評価と検証

外部講師を招聘した

研修会の実施

研究授業の

実施と協議

日常的な実践交流による

事例の収集と共有

・LDX スクール事業

・学びのベーシック事業

・プロセスアシスト訪問

・全体研究授業、部会授業

・若プロチャレンジ授業

・校内研修会

・浜 DX 実践交流

・浜 DX★DAY

・授業づくり研修の実施



校 長

生徒指導の４視点

・学びの土台作り

・授業規律

・授業のユニバーサルデザイン

デジタル学習基盤

・デジタルシチズンシップ教育

・家庭学習の時間の確保

・ICT 環境整備

・ICT 教育実践交流

学力向上

・総合的な学習の時間との関連

・読み書きの力

・言語環境、学習環境整備

・道徳教育

３ 研究組織と進め方

教 頭

部会提案内容の検討

総 務 委 員 会

○ 研究主題・副題の具現化に向けた、研究の全体計画の立案と検討

〇 日々の授業改善・実践蓄積の推進

○ 手立ての提案と検証

研 究 推 進 部
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